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第 1章緒
第 1編に於て，ヨ戸グルト投与，脱脂粉乳投与，牛乳投与，飼料のみによる対照飼育の  4群
について， 体重の増加， 腸内菌叢の変化について検索した結果， ヨ戸グ Jレト群が最も体重増
加，糞便性状良好で，次いで午乳群，脱脂粉乳群，対照群のj顕であった。市して糞便内菌叢と
しては， L. acidoph.が多く， E. Coliの少ない事が白鼠の体重増加，糞便性状の良好なる事
と密接な関連があると推定された。
本研究に於ては，ヨ戸グルトが腸管系伝染病の予防上，如何なる効果があるかを知らんと試
みたO 即ちヨ{グ、ルト投与群，脱脂粉乳投与群，無投与の対照群の三群に分け，白鼠に鼠チフ
ス菌を経口的に投与し，そのチフス発症の有無，全身状態，糞便性状，糞便内菌叢の動態等を
逐目的に検索し，種々検討の結果，一定の所見を得たのでこれを報告する。
第2章実験方法 実験には各群 10匹の白鼠を使用した。ヨ{グル
第 1節実験動物 ト群，脱脂粉乳群は夫々ヨーグルト，脱脂粉乳投与
第 1編の実験と同様， 30 g前後の健康なる幼若白 後 8日目に，対照群は基本飼料投与 8日目に，一定
鼠の堆を，予め 1週間基本飼料にて飼育し，次いで 量の鼠チフス菌を経口的に投与した占その後連日全
ヨーグルト投与群，脱脂粉乳投与群には，夫々ヨー 身状態，糞便性状，隔日に糞便内鼠チフス菌排、世状
グルト，脱脂粉乳を毎日各匹 5cc宛投与した。約 1 況を観察した。向菌投与前日，投与後 7日目， 13日
週司の連日投与で，ヨーグルト群，脱脂お乳群の一 自に糞便内菌叢を検索した。
定の腸内菌叢を示す事は第 1編の実験より知りうる 第 2節菌投与方法
所である。 実験に使用した鼠チフス菌は国立予防衛生研究所
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細菌部より分与されたもので，最少致死量 (M.L. No. 10)とのこつの型がみられたが，特にはげしい 
D.) 1x10-5mgの毒力を有する S.9. Salmonella 下痢便はみられず， 10日以後は全例に全身状態，糞 
typhinurium (1406)株である。 とれを 24時間，
370C斜面寒天に培養し，その 8mgを標準白金耳に
て正確に秤量し，約 0.5~ 1. 0 ccのプイヨシによく溶
しこれをパンの小片にしみこませて与えた。 30分
~1 時間絶食後これを与えると， 2~3 分以内に全 
便性状共に全く健康白鼠と同様迄に回復した。尚菌 
投与後直ちに発症するものと， 2~3 日後に発症す
るもの両型共に， 5~7 日目が最も全身状態，糞便
性状不良であった。 
2 脱脂粉乳群 
2，No. 4) 1" (No.くこれを食ベ終えた。-菌投与翌日より発症するもの
第 3節 鼠チフス菌投与白鼠より同菌 .-.3日後に発症するもの (No.2，No. 3，No. 5， 
及び糞便内菌叢の検索 No. 6，No. 7，No. 8，No. 9，No. 10)とのごつ
第 1編と同様，自然便を午前9時に減菌シヤ{レ の型がみられる事は，ヨ{グルト群と同様であった
に可及的無菌的にとり，これを 100mgに秤量し が，全身状態，糞便性状共に悪く， 13日以内でもと
滅菌乳鉢にてよく乳化し これを 1時間室温に放 の状態に回復するものはみられず No. 2，No. 5， 
置，上静液を原液として，階段稀釈を行い， E.M・ No. 6，No. 7は特に下訴ij便がはげしく， No.5は9 
B培地にメスピペットにて滴下し， コシラ{ヂ棒に
て均等に塗抹し， 24時間 370C好気培養後，集落所
見， グラム染色，鞭毛染色，糖分解性状等々を観察
し表 1の如きものを鼠チフス菌と決定した。
糞便内菌叢の検索は第 1編と全く同様の方法で行
った。
第 4節 pH値
各実験群につき，隔日に鼠チフス菌検索と同時に 
pHを測定した。測定法は第1編と同様東洋漉紙の 
pH試験紙による比色法を用いた。
第3章実験成績
第 1節全身状態，及び糞便性状 
1 ヨ{グルト群
菌投与翌日より軟便を来たし，全身状態もやや不
良，即ち食欲なく，運動不活援の状態になり， 6.-. 
7日目迄には間服するもの (No..1，No. 2，No. 3， 
No. 7，No. めと，投与後 2~3 日は愛化なく，っ
し、で軟便を来たし，全身状態も不良になり， 9.-..10 
日目に回服するもの (No.4，No. 5，No. 6，No. 8， 
日目に， No.6は 11日目に死亡した。 
3.対照群
菌投与翌日より No. 9以外のすべてが発症し 5 
.-.7日目噴には，全例全身状態全く不良にてはげし 
L、下痢便を来たし， NO.4は6目目に， NO.6は8
日目に死亡した。 13日以内ではこの状態は回復せ
ず最後迄軟便下痢便をつづけていた。
第 2節糞便 pH値
表 2 に示す如く，各群共に 6.5~6.7 の弱酸性便を
示し， ヨーグルト群が特に験性便を示すという事は
なかった。 
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表 3 ヨーグルト群
示ミ:j 1 3 5 7 9 11 13 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7' 
8 
9 
10 
6.0x 105 
3.0x106。。 
6.0 x105 
3.0x 105 
1.2 X 106 
9.0x105 
4.2x106 
1.1 X 106 
1.2x 106 
2.7 x10s 
3.0 X 105 
2.1 x106 
2.7 X 107 。 
4.5 x107 
1.5 X 106 
1.0 X 107 
1.5 X 107 
1.5 x107 
1.5 x107 
7.5x106 
3.3x107。
3.0x106 
3.6x107。
2.4x107 
6.0x107 
3.0 X 105 
1.2 X 106 
3.0 x106 
2.4X 106。 
6.0 x105 
2.1 X 107 ，。
2.4x106 
3.0x106 
3.0 x105 
9.0 x105 
3.0x105 
7.5x107 
3.0 x105 
4.6x105 
4.5 x106。。。
。
9.0x105。
9.0 x105。。
2.D x105。。。
。 
3.0 X 106。。。。。。。。
平均 j 1.1x106 I 1.0x107 1 1山 7 I 3.3 X 106 I 8.1 X 106 1 2山 5 I 3.0 x105 
鼠チフス菌経口投与後の糞便中に現れた同菌の消長(糞便 19中の菌数〉
第 3節菌投与後同菌の消長と
糞{更内菌叢の~化 
1 ヨーグルト群
糞便内チフス菌排世の状態は表 3の如く，菌投与
翌日より 5日目位迄は漸次増加の傾向を示し， 5~ 
7日目を頂点として次第に減少し， 11~13 日には， 
No. 2の1例以外は全くみとめられなかったo即ち
投与翌日より菌排世せしもの 8例， 2日後より排背任
せしもの 2 例をみた。全例共に 5~7 日目に糞便 1 
g中に 106~ 107の同菌の排世をみとめ，次第に減
少し，9日目には 3例， 11日目には 7例， 13日目に
は9例，全く菌の排ごm!:はみられなかった。 1例 No. 
2は 13日目に於ても菌の排世をみた。全例共に糞
便 19中に排世された。鼠チフス菌々数は最高 107
であった。
糞便内菌叢は表 4の如く ，No.2以外は各例共菌
投与前はL.acidoph.が最多数をしめ， E. Coliと
表 4 ヨ{グノLト群糞便内菌叢
4 
C 
E 
A 
3.0 x106 
3.0x106 
2.4x108 
1.8 x106 
1.8x107 
9.0 x107 
1.5 x106 
1.5x107 
1.8x 107 
5 
C 
、 
E 
A 
3.9x107 
5.5x104 
2.4x 10再 
2.2x107 
1.5 X 108 
3.7x108 
ー 3.9x106
5.1xl07 
6.0x107 
6 
C 
E 
色、 
8.0x107 
8.0 x107 
6.8x108 
3.9x107 
1.0 x108 
3.0x106 
3.0x105 
6.0 x106 
3.0x107 
7 
C 
E 
A 
1.7 >(108 
1.1 x106 
6.4x108 
5.7 x107 
2.7 x107 
6.0x106 
5.4x 107 
7.5X107 
1.2 X 107 
8 
C 
E 
A 
3.0x106 
3.0x107 
7.0x108 
3.0x105 
7.8x106 
6.0x106 
3.0x105 
4.5X106 
9.0x106 
9 
C 
E 
A 
1.1 x105 
1.2x107 
2.6x109 
1.0 x108 
3.6x107 
1.5 x107 
3.6x106 
6.0x106 
9.0 X 107 
10 
C 
E 
A 
2.7 x108 
2.7 x105 
5.6x10S 
4.0 X 108 
2.4x108 
6.0 x107 
1.2 x107 
1.2 x107 
3.0x10S 
平均 
C 
E 
A 
9.2x107 
7.2X107 
8.4x108 
6.5x107 
6.7X108 
5.8x107 
1.7 x107 
2.1 x107 
5.7x107 
、~I 
1 
C 
E 
A 
3.4x 106 
1.4 X 106 
8.7 x108 
2 
C 
E 
A 
6.0x108 
6.0x108 
6.5x107 
3 
C 
E 
A| 
4.2 X 106 
2.2x105 
1.9 x109 
7 
2.7x107 
4.2x107 
2.7 x107 
7.2x106 
4.5x107 
9.0x106 
1.8x 106 
9.0x106 
3.0x106 
13 
1.2x106 
3.6x107 
3.6x107 
9.0x107 
2.1x106 
6.0x10日 糞便 19中に含まれる菌数 
9.0x105 Enteroe.とが殆んど同数を示し， 第 1編における
9.0x106 ヨ{グルト群特有の菌叢を示していた。鼠チフス菌
1.2x107 投与後 5~7 日即ち最も同菌の増殖する時期には，
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表 5 脱脂粉乳群 
1 3 5 7 9 1 13 :1よき 
1 9.0x106 L5X107 4.5x107 1.5x107 3.0x107 6.0x106 6.5X106 
3.0x1062 1.2x1073.0x107 4.5x107 6.0x106 1.5X 106 1.2x106 
3 3.0x105 3.0x106 4.5x106 3.0x106 1.5x 10日 5.0x105 3.0x105 
4.6x1064 3.0x105 5.0x107 6.3x105 6.0x106 1.2x106 3.0x105 
5 1.2X 106 3.0x105 1.5X 107 3.0x107 6.7x107 + + 
4.5x107 6.0x106 9.0x1066 1.8x106 6.0x106 1.8X 107 十 
6.0x1057 1.5X 106 1.0X 106 3.0x105 5.4x105 7.5X1071.5x107 
2.4x 1068 9.0X 105 1.5x106 3.0x106 2.4x106 3.0x1054.0x106 
6.0x1064.5x106 1.8x106 3.0x1069 1.0X 106 3.0x106 3.0x106 
1.2x 107 10 3.3x107 9.0x1063.0x106 7.5X 106 6.0x106 8.0x106 
T 
X 107 .1 I 1ふi;-I-6.2x1 1 7.7x106 1平均 …7.3X106 1 7.6x106 1 2.1x107 
鼠チフス菌経口投与後の糞便中に現れた同菌の消長(糞便 19中の菌数〉 
L.acidoph.が減少し逆に E.Coliがやや増殖を
示したが，チフス菌が糞便内より消失する 11--13
日に於ては， 投与前の如く再び L.acidoph.が最
多数をしめていた。 1例 NO.2は最後迄チフス菌の
排世があったが，この例のみは投与前より E.Coli 
が最多数をしめ， ヨ{グノレト群特有の糞便内菌叢を
示していなかったものである。 
2"脱脂粉乳群
表 5の如く全例共に鼠チフス菌投与翌日より糞便
中に同菌をみとめ， 5日目迄は増加の傾向を示し，
以後は菌の増減なく 13日迄に於ては依然として同
菌を糞便中に排世しつづけた。死亡した 2例の内 I 
piU(No. 5)は5日目， 7日目， 9日目と漸次同菌が
増加し 9日目に死亡し， 1例 (No. 6)は菌投与翌
日より大量同菌を排世し，その状態がつづき， 1日
目に死亡した。
糞便内菌叢をみると表6の如く，菌投与前には， 
L. acidoph.が最多数をしめていたが， 投与後は 
E. Coliが漸次増加を来たし， L. acidoph.の減
少を来たした。
表 6 脱脂粉乳群糞便内菌叢
7 13、と~I Vor 
1.4x10808 .12 x 1.C 4.4x106 
x107.151.5X108 

A 

1.7x1061 IE 
1.5x108 
5.4x107 
3.0x1083.5x107 
C' 1.2x1引 lw108 
  
21E 
5.0X 104 ! 6.6X 107 1.2x107 
A 6.10x1063.5X108 I 6.4x106 
.1 
C 2.1x107 2.4x1077.0x106 
3 E 3.6x1077.9X106 3.5x107 
A 6.0x1069.7X107 4.5x106 
C 2.5x1071.3x105 3.0x105 
E 1.8x1064 2.6X106 6.0x106 
A 3.0x106 1.2x1072.6x109 
C 1.4x1081.0x109 
5 6.0x106E 7.3X104 
3.0x106A 5.0x107 
3.6x107C 1.2x106 
1.2x106 6.0x1066 E 
2.4x107A 6 x108 
4.2X107C 1.8x106 8.7X106 
7.8xl06 3.0x106E 6.6X1047 
3.0x106A 3.0x1064.4x107 
2.4x106C 2.7xl076.0x104 
2.1x107 5.4x1068 E 7.6x105 
3.0x1063.5x106A 4.0x105 
、C 6.0x1068.7x1071.4x107 
3.9x1065.0x105 2.4x 1079 E 
5.6x105A 2.8X107 3.4X 106 
3.3x107 6.5x105C 
1.5x1077.6xl05 3.0x10710 E 
9.0X 1063.3X109 6.0x106A 
3.5Xl07C 1.0x108 7.5x107 
3.5x107 1.6x107E 1.5X 106平均 
3.5x107 2.3X107A 7.5Xl08 
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表 7 対 昭
群 
1 3 
1 
2 
x105 I .12 
1.0x1010 
3 
6.0x106 
5.0x106 
4 
1.2X 107 
9.0x106 
5 
5.4x 106 
9.0x105 
6 
4.8x107 
1.1x108 
7 
3.0x107 
5.0x106 
8 
5.0x105 
1.3X 107 
9 
2.1x106 
4.5x106 
10 
3.5X 105 
9.0x1063.0X 107 
131975 
1.2x1062.5X1071.0x10101.2x1071.0X 1010 
3.0x106 
3.3x106 
2.4x1066.3x1061.2X 1071.0X 1010 
1.5x1061.5x1073.0x.1071.0x1010 
十1.0x1010 +++ 
10 5.7x1074.2X1066.0x1056.0x1061.0X 10
十2.0x1071.0x1010 ++ 
1.1x1081.8X 1066.0x1061.5X 107 1.0X 1010 
9.0x1066.0x1051.5X 1069.5X1063.0x106 
9.0x1062.4X 1061.8x1076.0x1061.8x106 
3.0x1079.0xl061.8x 1061.0X 1081.0X 1010 
平均 11.3X 107 I1. 1; 90 X 10 ，8.0X 109 2.3xω 1.2X 106 I5.8 X 106 I2.8 X 107 
鼠チフス菌経口投与後の糞便中に現れた同菌の消長(糞便 19中の菌数〉
死亡せし 2例についてみると， 1例 (No. 5)は
菌投与前より E.Coliが最多数をしめ， 1例 (No・ 
6)は菌投与後 E.Coliの増殖が著明で、あった。 
3 対照群
表 7に示す如く，菌投与翌日より全例に向菌の排
世がみとめられ，逐日増加し， 5日目には殆ん乞の
例に糞便 19 中 10!l ~1010 の菌数た排世した。次し、
で、多少の減少はあったが， 13日目には再び増加の徴
を示していた。 2例死亡したが内 1例 (No.のは5
日自に 1010以上同菌の排世をみ，翌日死亡し，1例 
(No. 6)は5日目同様 1010以上同菌の排世をみ，7 
日目に 19中 107迄に波少したが， 9日目に死亡し
た。
糞便内菌叢は表 8の如く鼠チフス菌投与前は E. 
ColiとL. acidoph. とが同率に最多数をしめて
レたが， 菌投与後は殆んど E. Coliが最多数をし
めていた。即ちL. acidoph. は減少傾行を示し
た。
表 8 対照群糞便内菌数
7 13、~I 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
C 8.0x108 
1.5x107E 
4.0x107 
C 
A 
7.4xl08 
1.7x107E 
1.7x10号 
C 
A 
6.0x107 
1.3x107E 
6.5xl08 
C 
A 
2.0x108 
2.0x106E 
A 5.2Xl07 
C 4.3x108 
8.4x 105E 
5.2x108 
s 
A 
C 3.0x lO
5.2x105E 
5.6x107 
C 
A 
4.2x107 
9.4x106E 
9.0x1071.0x1010 
3.9x107 
3.6x107 
2.7x107 
2.7x107 
5.0xl08 
3.5X107 
7.5X106 
6.0x109 
3.0x107 
1.9X 107 
1.8X 108 
9.0x106 6.0x107 
1、8x106 5.1x107 
1.3x106 1.5X 107 
2.1x1077.5x106 
7.2X 10'{ 
7.8x107 
1.0x1010 
6.0x106 
2.4x107 9.0x106 
7.2x1074.2x108 
6.6x1071.3x107 
1 
c 
E 
A 
3.5 x107 
3.5x106 
1 8x10.1
1.8 x106 
7.1 X 106 
1.2 X 107 
1.8 x106 
2.4x106 
3.0x107 
2 
C 
E 
A 
1.0 x108 
3.4x106 
5.1 x107 
6.0 x108 
3.0x108 
4.5x109 
1.0 xlOlO 
2.1 x106 
3.0x10日 
3 
C 
E 
A 
8.3x108 
1.5 x107 
3.4X 108 
2.4x108 
1.4x108 
2.4X 107 
2 7x10.1
6.9x106 
6.0 x106 
A 
C 
E 
A 
平均 
6.0 X 107 3.0x107 
3.4X 108 
7.9x106 
2.1 x108 
2.4X 109 
7.0 xl07 
5.2x108 
2.0 x109 
4.0 x107 
2.4x107 
糞便 19中に含まれる菌数
第 4章総括並がに者察
乳酸菌の腸管内細菌に対する拾抗作用に関して
は， Metschiniko百がヨ{グルト中のL. bulga-
第 5号 ヨーグルトの作用に関する実験的研究 
ricusが腸管内の諸謹病原菌に対して，拾抗作用を acidoph.が増殖し，. E. Coliが少ない状態が発育
有すあ事に注目し，所謂乳酸菌療法を発表して以 に良好なる所以であり，第2編に於ては，同様なる
来，乳酸菌は広く一般臨床に用いられ，腸内細菌叢 状態が経口的腸管伝染病に対して抵抗力の強い状態
に及ぼす影響については多数の研究報告が行われて であるとし、う事が言い得ると思われる。
L、る。 鼠チフス菌の経口感染実験は，ゆrskov，Jensen， 
著者は第 1編に於て， ヨー グノLト投与による腸内 & kobayashi (1928)，世卯I
菌叢の愛イじを迫究 L，特にL. acidoph.の増加， 世和牝工rskov & Lassen (ο19幻30の)， Waldmann (1930)， 
E. Coliの減少を来たし，ために動物成長に好影響 羽生，窪田(1930)，小林，野口(1934)，安東(1934)，
をもたらすとし、う結果を報告した。 黒沢，町田(1932)，大野(1933)，梅原(1933)，青
第 2編の実験に於ては，実験成績の項で述べた如 木(1939)，高林(1944)，百瀬(1937)，井手(1936)，
くに， ヨ{グノLト技t与白鼠群では， 三好，島田(1938)，相川(1934)，川面(1954)等 
1. 全身状態，糞便性状共に良好で，死亡した白 多数の報告がある。文献によれば，経口投与された
鼠は 1例もなく， 鼠チフス菌は消化管内で或る程度死被し，一部の菌 
2. 経口投与した鼠チフス菌は腸管内に於ける増 が Peyer氏板ついで腸管リンパ腺に侵入し，ここ
殖も軽度で， 13目以内に 1I!lt(No. 2)以外は全く で増殖した後，淋巴道を通り，血中に入り肝・牌等
糞便中に該菌の排湘:はみられず， の純網組織で増殖し二次的に敗血症をおこすと言 
3. L. acidoph.は 1週目にはやや減少したが， われる。著者の実験では経口的に与えられた鼠チフ 
13日目にはもとの状態にかえり， E. Coliが特に ス菌が，ヨ{グルト群に於ては，腸管内に絶対優勢
増殖する事はなかった。 なる乳酸菌(L. acidoph.)のために大部分が死誠
一方脱脂粉乳群，対照群に於ては， したものと思われる。この作用機序に関しては従 
1. 全身状態，糞便性状共に菌投与後は常に不良 来，乳酸菌飲料により腸管内 pHが酸性に傾き，そ
で，両群共に 2例づっ死亡し， のため他菌の増殖がさまたげられる結果と考えられ 
2. 経口投与した鼠チフス菌は，対照群では非常 ていたが，最近詫摩及びその一門の研究により，試
に増殖し， 13日以内では糞便中より消失せずむしろ 験管内或は動物並びに人体実験に基いて，乳酸菌の
終りには再び増加の傾向を示し，脱脂粉乳群では， 栄養要求の厳しさによるものと推論されてしる。
糞便内排世菌数はヨーグノL ト群と余り~わらない 即ち乳酸菌は諸種アミノ酸やピタミン類の微生物
が，全例共に 13日以内では該菌の消失はみられず， 学的定量法に使用される事からも明らかな様に，極
， 3. 糞便内菌叢に於ては， 両群共に E. Coliの めて多種類の必須アミノ酸或はピタミンを必要とす
増加を来たし，常に最多数をしめていた。 るため，乳酸菌が多量に存在し且つ繁殖している場
以上の如き実験結果より，腸管内に予めL. aci- 合には，病原菌の発育に必要なる栄養素が欠乏し 
doph.の如き乳酸菌が優位をしめている腸内の環 動物体に対して病原性を発揮出来る迄発育し得な
境は，鼠チフス菌の如き腸管伝染病原菌の感染に対 く，遂には死減すると考えるものであろう。
して，之をある程度阻止し，且つ発病の程度を軽減 従来の説の如<，単に腸管内 pH値の低下という
し，短期間の内に治癒に導くものであると言いうる 考えよりすれば，第 1編に於ても亦本編に於ても，
と思5。唯ヨ{グルト群の No.2は終り迄チフス 各実験群の聞に有意の差がみとめられず説明し得な
菌の排粧をみたのであるが，この例の糞便内菌叢を い所である。
みるに， E. Coliが常に最多数をしめ，あたかも対 即ち腸内感染に対して，乳酸菌が乳酸発生やその
照群の如き糞便内菌叢を示したもので，これはヨ{ 代謝産物により直接腸管内病原菌に作用し，撲滅す
グルトの如き乳酸菌飲料を与えても，腸管内に乳酸 るものではなく，乳酸菌がしめる腸管内環境が病原
菌の増殖をおこさない特異的なものとみるべきかと 菌に対して発育を阻止する作用をなすとし、う考え方
思う。 が穏当であろうと考える所で、ある。
即ち第 1編に於ては， 白鼠の糞便内菌叢に於てL.
第 5章結 論
幼若白鼠を，ヨ戸グルト，脱脂粉乳添加，及び対照飼育の三者:に分ち，夫々鼠チフス菌を経
-832ー 千葉医学会雑誌、 第 32巻
口的に投与し，その感染状態を調べた。
即ち白鼠の全身状態，糞便性状，糞便中の鼠チフス菌数及び消失時間，並に死亡数等にJつい
て検討したが，主なる結果は次の通りであるO 
1. ヨ戸グルト投与群が三群中最も同菌の感染に対して抵抗が強かった。 
2. 三群の白鼠糞便 pH値については，有意の差がみとめられなかった。この事からヨ戸グ
ルトの作用は従来言われている様にヨ戸グルト中のL. bulgaricusの酸産生による作用以外
に他の何等かの作用の存する事を示唆するものと推定される。 
3. 以上の結果よりヨ戸グルト投与は腸管内感染をある程度防禦するものと思われる。
本稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲の労を茶うせる恩師谷川教授に深甚なる感
を捧げると共に多々有益なる御助言を賜わった田波助教授，藤原講師に感謝致します。
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